




太 田 に わ ･近 藤 益 子 ･池 田 敏 子 ･徳 永 順 子












































































ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20
得 宅
図 2 実技テス トの得点分布
基礎看護技術教育へのビデオ教材利用の効果













は 1項目で ｢19.注射器 と針を清潔にする｣で,













表 1 評価項目別学生のできた割合 (%)
項目 評 価 項 目 1回目A 2回日B 伸び率B-A
1 服装を整える 49.4 92.2 42.8
2 鏑子を取り出すとき,先を閉じて取り出す 94.8 97.4 2.6
3 錦子を取り出すとき,他の銀子に触れない 93.5 96.1 2.6
4 錆子を取り出すとき,甜子立の縁に触れない 96.1 97.4 1.3
5 藤子を持ったとき,先を上に向けない 74.0 72_7 1.3
6 カストを開けるとき,滅菌物か確かめる 36.4 81.8 45.4
7 カストの蓋はつまみをもって開ける 84.4 93.5 9.1
8 カストの蓋は適切な広さ開ける 72.7 93.5 20.8
9 注射器を安定した方法でつかむ 76.6 81.8 5.2
10 銀子が他の注射器に触れない 94.8 92.2 2.6
ll 注射器がカストの縁に触れない 93.5 98_7 5.2
12 注射器を手にとるとき,錆子に触れない 57.1 93.5 36.4
13 注射器の内筒がすべつて落ちない 64.9 88.3 23.4
14 鏑子の先を閉じて甜子立に戻す 87.0 100_0 13.0
15 銀子が他の鈴子.紺子立の綾に触れない 89.6 94.8 5_2.
16 注射器の先を清潔に保つ 63.6 92.2 28.6
17 注射器が不良でないか確かめる 0.0 70.1 70.1
18 注射針を清潔に~取り出す 94.8 100_0 5.2
19 注射器と針を清潔につける 100.0 100,0 0.0
3)ビデオによる学習 と評価得点 較すると表 2のとおりであった｡





学生 ビデオ視聴群 52 14.8 ※〕※ 18.4 〕※ 3.6 ※※〕※芋
A:指示で自分のビテ廿 を視聴 25 15.2 18.5 3.3
B:指示で友人のビデオを視聴 13 14.7 17.8 3.1
C:自主的に友人のビデオを視聴 14 14.3 18.7 4.4
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